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第１章  序章 

 

１－１ 背景及び目的 

 本町の公共交通は、鉄道と交通事業者が運行させているバス路線（町内線（浜中線）

及び地域間幹線系統（霧多布線・特急ねむろ号））の他、本町で巡回バスを運行していま

すが、近年の急速な少子高齢化や人口減少等により、バス利用者の減少が続いており、

とりわけ本町と厚岸町・釧路市を繋ぐ霧多布線のうち、本町と厚岸町間については、継

続的な運行が困難な状況となっています。 

 また、本町の郊外部を中心に運行している巡回バスは、散居形態の郊外部を定期路線

として運行、かつ郊外部の高齢化が進行する中で、バス停まで歩くことが困難な高齢者

などの交通弱者が増加しており、高齢者等多くの町民が利用しやすい新たな公共交通へ

の転換などを検討する必要があります。 

 そこで、これらの現況を加味した上で、町民にとって利便性が高く、限られた財源の

中で効率的に運行が可能となる新たな公共交通網を検討し、本町に持続的に住み続けら

れる環境整備に向け、本町の公共交通網の方向性を示す「浜中町地域公共交通網形成計

画」を策定します。 

 

１－２ 本計画の位置づけ 

 本計画は、関連法規や上位計画、関連計画との整合性や連携を図った内容とし、本町

の地域公共交通網の方向性を示す計画として、策定するものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 １-１ 上位関連計画等との位置づけ 

 

【関連法規】

▶ 交通政策基本法

▶ 地域公共交通の活性化

及び再生に関する法律

【上位計画】

▶ 第５期浜中町新しいまちづくり総合計画

（平成22年度（2010年度）～平成31年度（2019年度））

※次期計画を策定中

浜中町地域公共交通網形成計画
（令和2年度（2020年度）

～令和6年度（2024年度））

【関連計画】

▶ 浜中町創生総合戦略

（平成27年度（2017年度）

～平成31年度（2019年度））

※次期計画を策定中

▶ 第８次浜中町行政改革大綱

（平成30年度（2018年度）

～平成32年度（2020年度））

▶ 浜中町役場新庁舎建設基本計画

（平成29年度（2017年度）4月～）

各種事業の展開
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１－３ 計画期間 

■計画期間：令和 2年度（2020 年度）から令和 6 年度（2024 年度） 

 

本計画の期間は、計画開始年度から 5年間とし、計画期間終了時に次期地域公共交通

網形成計画を策定するものとします。 

 

１－４ 計画区域 

本計画の区域は、下図に示す通り、本町全域とします。 

 

図 １-２ 本計画の対象区域 
  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２章 

まちづくりの方向性 
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第２章  まちづくりの方向性 

 

２－１ 関係法規 

（１）交通政策基本法 

交通政策基本法は、交通に関する施策について、基本理念やその実現を図る基本的事

項を定めるとともに、国や地方公共団体等を明らかにし、当該施策を総合的かつ計画的

に推進し、国民生活の安定向上及び国民経済の健全な発展を図ることを目的としていま

す。 

 

① 基本理念等 

 

 

 

 

 

 

 

② 地方自治体などの責務等（条文抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 関係者の連携・協力（条文抜粋） 

 

 

 

 

 

 

■「交通」は以下の機能を有する。 

・国民の自立した日常生活及び社会生活の確保 

・活発な地域間交流及び国際交流 

・物資の円滑な流通 

■国民等の交通に対する基本的な需要が適切に充足されることが重要。 

（地方公共団体の責務） 

第九条 地方公共団体は、基本理念にのっとり、交通に関し、国との適切な役割分

担を踏まえて、その地方公共団体の区域の自然的経済的社会的諸条件に応じた施策

を策定し、及び実施する責務を有する。 

（交通関連事業者及び交通施設管理者の責務） 

第十条 交通関連事業者及び交通施設管理者は、基本理念の実現に重要な役割を有

していることに鑑み、その業務を適切に行うよう努めるとともに、国又は地方公共

団体が実施する交通に関する施策に協力するよう努めるものとする。 

（国民等の役割） 

第十一条 国民等は、基本理念についての理解を深め、その実現に向けて自ら取り

組むことができる活動に主体的に取り組むよう努めるとともに、国又は地方公共団

体が実施する交通に関する施策に協力するよう努めることによって、基本理念の実

現に積極的な役割を果たすものとする。 

（関係者の連携及び協力） 

第十二条 国、地方公共団体、交通関連事業者、交通施設管理者、住民その他の関

係者は、基本理念の実現に向けて、相互に連携を図りながら協力するよう努めるも

のとする。 
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（２）地域公共交通の活性化及び再生に関する法律 

地域公共交通の活性化及び再生に関する法律は、交通政策基本法（平成二十五年法律

第九十二号）の基本理念にのっとり、地方公共団体による地域公共交通網形成計画の作

成等について定め、持続可能な地域公共交通網の形成に資するよう、地域公共交通の活

性化及び再生のための地域における主体的な取り組み及び創意工夫を推進し、もって個

性豊かで活力に満ちた地域社会の実現に寄与することを目的としています。 

 

① 本法における公共交通網形成の促進に対する観点 

 

 

 

 

 

 

② 地域公共交通網形成計画策定に関する事項（条文抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■地域住民の自立した日常生活及び社会生活の確保 

■活力ある都市活動の実現 

■観光その他の地域間の交流促進 

■交通に係る環境への負荷の低減 

（基本方針） 

第三条 主務大臣は、持続可能な地域公共交通網の形成に資する地域公共交通の活

性化及び再生を推進するため、地域公共交通の活性化及び再生の促進に関する基本

方針（以下「基本方針」という。）を定めるものとする。 

（地域公共交通網形成計画） 

第五条 地方公共団体は、基本方針に基づき、国土交通省令で定めるところによ

り、市町村にあっては単独で又は共同して、都道府県にあっては当該都道府県の区

域内の市町村と共同して、当該市町村の区域内について、持続可能な地域公共交通

網の形成に資する地域公共交通の活性化及び再生を推進するための計画（以下「地

域公共交通網形成計画」という。）を作成することができる。 

（協議会） 

第六条 地域公共交通網形成計画を作成しようとする地方公共団体は、地域公共交

通網形成計画の作成及び実施に関し必要な協議を行うための協議会（以下「協議

会」という。）を組織することができる。 
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２－２ 上位計画 

（１）第 5 期浜中町新しいまちづくり総合計画（次期計画策定中） 

本計画は、町政運営全般の指針として、本町が目指す将来像とそれを実現するための

施策を示したものです。 

 

① 計画期間 

平成 22年度（2010年度）から平成 31年度（2019年度） 

 

② まちの将来像と公共交通に関する施策 

将 来 像 生命支える大地と海 自然と調和するまち・はまなか 

～ 未来につなごう豊かな環境 ～ 

分 野 別 

基 本 方 向 

■大地に根ざし海を拓く活力豊かなまちづくり 

■自然と共生し景観と調和した快適なまちづくり 

■健やかで安心して暮らせる福祉のまちづくり 

■生涯にわたり輝き、未来を創造する人づくり 

■地域とともに歩む創意に満ちたまちづくり 

公共交通に 

関する施策 

第１章 大地に根ざし海を拓く活力豊かなまちづくり 

 第５節 観光業の振興 

  〇ホスピタリティの充実 

   ②交通アクセスの整備 

・北太平洋シーサイドラインへの誘導推進に向けた交通基盤の

整備のため広域圏における交通網の連携に努めます。 

・ＪＲ花咲線の利用増大に向けた、交通網のネットワークシステ

ムの確立に努めます。 

  〇新たな観光事業創出 

   ②避暑地観光の推進 

・夏季期間（6 月～9 月）は、中高年層の方は涼しさを求めて訪

れており、ゆったりと滞在できる、関係機関によるネットワー

クの構築に努めます。 

・地域住民との交流の場確保に努めます。 

・身近に移動出来る交通網の整備に努めます。 

 

第 5 章 地域とともに歩む創意に満ちたまちづくり 

 第５節 地域間交流・国際交流の推進 

  〇国際交流の推進 

   国際化の推進 

・在住外国人訪問者が、快適で安心に過ごすことができるよう、

外国語併記による情報の提供など、受入体制の充実に努めま

す。 
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２－３ 関連計画 

（１）浜中町創生総合戦略（次期計画策定中） 

本計画は、本町総合計画に示されている将来像の実現に向け、かつ、深刻化する人口

減少社会への対応として、本町の人口・経済・地域社会の課題に一体的に取り組む施策

を示したものです。 

 

① 計画期間 

平成 27年度（2017年度）から平成 31年度（2019年度） 

 

② まちのめざす姿と公共交通に関する施策 

め ざ す 姿 幅広い世代が集い、つながり、心豊かに暮らせる包容力のある北海道 

※北海道創生総合戦略に即す 

基 本 目 標 ■魅力あふれる地場産業の振興と安定した雇用を創出する 

■若い世代が希望を持って結婚・出産・子育てができる環境を構築する 

■誰もが安心・安全を実感して住み続けられるまちづくり 

公共交通に 

関する施策 

第 3 章 具体的な施策 

 基本目標③ 誰もが安心・安全を実感して住み続けられるまちづくり 

  〇施策 2 誰もが安心して住み続けられる生活環境等の整備 

   ◆関連する施策等 

②町内巡回バス運行事業 
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（２）第 8 次浜中町行政改革大綱 

本計画は、これまで以上に地域や町民との協働によるまちづくりを推進し、時代の変

化に即した行政運営に取り組んでいくため、本町の将来を展望した行政改革を一層推進

するための指針を示したものです。 

 

① 計画期間 

平成 30年度（2018年度）から平成 32年度（2020年度） 

 

② 行政改革の基本的視点と公共交通に関する施策 

行政改革の 

基本的視点 

■より開かれた行政運営の推進 

■地域等との連携、協働によるまちづくりの推進 

■財政再建の推進 

行財政改革 

の推進事項 

■事務事業の見直し 

■定員管理及び給与制度の見直し 

■職員の人材育成の推進 

■電子自治体の推進 

■自主性・自立性の高い財政運営の確保 

■行政ニーズへの迅速かつ的確な対応を可能とする組織 

■公正の確保と透明性の向上 

■災害に強いまちづくりの推進 

公共交通に 

関する施策 

１．事務事業の見直し 

 （７）住民福祉への対応 

急速な高齢化に伴い、生活に欠かせないバス路線の維持は必要

不可欠であることから、今後もバス路線の維持対策を積極的に進

めるとともに、地域の維持的な公共交通網の形成など、総合的な取

組みを推進します。 

また、災害時における要援護者の避難対策については、それぞれ

の地域と協議しながら検討を進めます。 
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（３）浜中町役場新庁舎建設基本計画 

本計画は、防災機能を備えた役場新庁舎の建設を進めるにあたり、平成 29 年 4 月に

策定した「浜中町役場新庁舎建設基本構想」を基に、役場新庁舎建設にあたっての基本

的な考え方を示すものであり、今後の基本設計・実施設計において詳細な検討を行う際

の指針となるものです。 

 

① 計画期間 

平成 29年度（2017年度）4月から 

 

② 公共交通に関する施策 

公共交通に 

関する施策 

第 6 章 役場新庁舎の機能に関する考え方 

 （２）住民福祉への対応 

⑦アクセス機能 

・霧多布市街地と役場新庁舎を結ぶ車両の運行についても十分検

討いたします。 

・民間、町営バス停留所の設置について検討いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

第３章 

地域の現況 
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第３章  地域の現況 

 

３－１ 地勢 

浜中町は、北海道の東部釧路総合振興局管内の東端に位置し、東は根室市、北は別海町、

西は厚岸町に接しています。また、東南を太平洋に面し、ほぼ中央に霧多布半島が形成さ

れ、厚岸道立自然公園の一角をなしています。 

町の総面積は、423.43㎢で約 67kmに及ぶ海岸線は砂浜や奇岩絶壁を有し、嶮暮帰島を

はじめとする大小の無人島が点在しています。また、南面を形成する海岸線の中央にある

霧多布湿原は火散布沼や藻散布沼とあわせ「ラムサール条約登録湿地」に登録されている

他、「霧多布泥炭形成植物群落」として、国の天然記念物に指定されています。内陸部は、

中央を東西に鉄道が走っており、森林と農村地帯が広がり、平坦な丘陵原野を形成してい

ます。 

気候は、年間平均気温 5～6℃、最高気温は海岸部で 20℃前後、内陸部で 25℃前後、最

低気温は-10℃前後と冷涼であり、春から夏にかけては沿岸部を中心に霧が発生しやすく、

また、秋から冬にかけては好天が続き年間降雨量は 1,000mm程度となっています。 

交通は、釧路市と根室市を結ぶ国道 44 号線のほか、中標津空港へ接続する道道 123 号

別海厚岸線、海岸線を結ぶ道道 142 号根室浜中釧路線（北太平洋シーサイドライン）、町

道の約 300 路線は地域住民の生活と産業道路そして観光道路として重要な役割を果たし

ています。 

 

 
図 ３-１ 浜中町の位置  
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３－２ 人口及び年齢構成の推移 

（１）人口・世帯数の推移 

本町の人口は、減少基調を続けており、直近の平成 27（2015）年国勢調査では、約 6,000

人となっており、今後もこの減少基調は継続することが予想されています。 

一方で、高齢化率については、増加基調で推移を続けており、平成 27(2015)年で 28.7%

であった高齢化率は、令和 7（2025）年には 30%を超えることが予想されており、増加す

る高齢者の移動手段を如何に確保するかを早急に検討する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：平成 27 年国勢調査、浜中町人口ビジョン 

図 ３-２ 浜中町の人口推移 

 

 

表 ３-１ 地区別人口・高齢化率の推移 

出典：平成 27 年国勢調査、国立社会保障・人口問題研究所  

地区区分
H27人口
(2015)

R7人口
(2025)

増減率
H27高齢率

(2015)
R7高齢率

(2025)
増減率

霧多布・湯沸 1,131人 1,026人 -9.3% 32.8% 40.4% 7.6%

暮帰別・新川 776人 743人 -4.3% 24.4% 34.7% 10.4%

榊町・奔幌戸・貰人・恵茶人 432人 393人 -9.0% 35.9% 48.6% 12.7%

仲の浜・琵琶瀬 481人 445人 -7.5% 28.1% 38.7% 10.6%

火散布・丸山散布・渡散布・藻散布 638人 594人 -6.9% 27.6% 37.9% 10.3%

茶内・茶内農村 1,107人 1,061人 -4.2% 25.6% 28.8% 3.3%

茶内第一・茶内第三・西円朱別・円朱別 678人 633人 -6.6% 25.7% 31.6% 5.9%

浜中・熊牛 449人 434人 -3.3% 26.3% 34.3% 8.1%

姉別・厚陽 369人 343人 -7.0% 32.2% 35.9% 3.6%

合計 6,061人 5,672人 -6.4% 28.4% 35.9% 7.6%

【「３－２ 人口及び年齢構成の推移」から見える課題】 

・全町的に人口減少・少子高齢化が進行する中で、町民が安心して安全におでかけでき

る交通を確保することが重要です。 

⇒高齢化の進行など、各地区で抱える課題を的確に把握し、各地区の町民

の移動ニーズに即した移動手段の導入を検討する必要があります。 
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【参考：地域別人口の変動】 

 
出典：平成 27 年国勢調査 

図 ３-３ 浜中町の人口分布 

 

 

 
出典：平成 27 年国勢調査、国立社会保障・人口問題研究所 

図 ３-４ 平成 27年と令和 7年の人口比較 
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【参考：地域別高齢化の変動】 

 
出典：平成 27 年国勢調査 

図 ３-５ 浜中町の高齢化率 

 

 
出典：平成 27 年国勢調査、国立社会保障・人口問題研究所 

図 ３-６ 平成 27年と令和 7年の高齢化率比較 
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３－３ 町民の移動状況及び町内生活関連施設の立地状況 

（１）町民の通勤・通学時の移動実態 

町民の通勤・通学者の多くは、町内で完結する移動を行っていますが、一部町民は隣

町である厚岸町あるいは釧路管内の中核都市である釧路市等への移動もみられます。 

また、釧路市及び厚岸町から流入移動もみられ、その属性の多くは通学目的であり、

町外から霧多布高校への通学で移動していることが推察されます。 

 

 
出典：平成 27 年国勢調査 

図 ３-７ 浜中町を中心とした移動実態 
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（２）本町における生活関連施設の立地状況 

本町の主要な生活関連施設として、商業施設は各地区に立地していますが、町民の実

態として、茶内地区に立地しているコープはまなかまでの移動がなっています。また、

町内の医療施設は、霧多布市街地に浜中診療所が立地していますが、診療科目が限定さ

れていることから、高次医療は厚岸町あるいは釧路市に依存している状況です。 

 

 

 

 

 

 

図 ３-８ 浜中町の施設位置図 

 

  

【「３－３ 町民の移動状況及び町内生活関連施設の立地状況」から見える課題】 

・町内の主な都市機能が集約されている霧多布市街地までの移動手段として、町内各地

区から町内巡回バスが運行されている他、くしろバスにより浜中駅と霧多布市街地を

結ぶ浜中線が運行されているものの、町内巡回バスの利用者は高齢者に限定されてい

るほか、浜中線の利用者数は極端に少ない状況にあります。 

⇒町民にとって利便性の高い移動手段を確保し続けるとともに、利用実態

に合わせた効率的な移動手段の導入を検討する必要があります。 
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３－４ 町民の自動車保有と交通事故の状況 

町民の自動車保有台数は、微増傾向となっており、一世帯あたりの自動車保有台数は

2台以上と、自動車に依存した生活行動が推察されます。 

このような中、町内における自動車事故発生件数は、平成 30（2018）年で 149件が発

生しており、このうち、65歳以上の高齢者が第一当事者となる自動車事故は、約 3割と

なっています。 

 

 
出典：北海道運輸局 

図 ３-９ 浜中町の自動車保有台数 
 

 
出典：厚岸警察署 

図 ３-１０ 浜中町の交通事故発生件数 
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【「３－４ 町民の自動車保有と交通事故の状況」から見える課題】 

・町民の自動車保有台数は年々微増となっており、町民を対象としたアンケート調査結

果では、70歳以上でも自動車を運転する割合が高くなっています。 

・一方で、高齢者が第一当事者となる自動車事故発生件数は、平成 30（2018）年で 38

件と増加しており、高齢者をはじめとする町民の安全性を確保するためにも、高齢者

の自動車利用の抑制を図る必要があります。 

⇒高齢者等が自動車が無くても生活移動ができる環境を創出することを目

的に、利用者ニーズに見合った交通形態を検討する必要があります。 
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３－５ 観光入込の状況 

本町には、霧多布湿原をはじめ、霧多布岬などの景勝地が多く存在している他、モン

キー・パンチの故郷として、ルパン三世をモチーフにした観光イベントも開催され、年

間 30万人以上の観光入込客数を集客しています。 

 
出典：浜中町観光協会 

図 ３-１１ 浜中町の観光地 

 
出典：北海道経済部観光局 

図 ３-１２ 浜中町の観光入込客数 
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【「３－５ 観光入込の状況」から見える課題】 

・本町には、多くの景勝地が存在している他、ルパン三世フェスティバルなど、ルパン

三世に係る観光イベントの開催により、多くの観光客が来訪していますが、町内公共

交通が脆弱であることから、町内での周遊などは困難な状況となっています。 

⇒本町における観光振興を目的に、観光客等の来訪者が気軽にかつ楽しく

町内を移動できる公共交通網の構築が必要です。 
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第４章  地域公共交通の現況 

 

４－１ 本町の地域公共交通体系 

本町の地域公共交通として、北海道旅客鉄道㈱により、釧路市と根室市を結ぶ JR 花咲

線が運行されている他、くしろバス㈱及び根室交通㈱により、路線バス 3路線が運行され

ています。 

この他、町独自に町内の農村部を中心に町内巡回バス 4 路線及びスクールバス 13 路線

が運行しており、町民の約 7割の人口が公共交通を利用できる状況下（JR駅から半径 800m、

バス停から半径 300m 以内に居住する人口がバスを利用できるとした場合（スクールバス

は小中学生の移送に限定していることから、これら条件から除く））にあります。 

一方で、これら公共交通の運行便数は、JR で 5 往復/日、民間バス路線で最大 4 往復/

日、町内交通については 1往復/日と限られた運行となっている。 

 
出典：国土数値情報 

図 ４-１ 浜中町の公共交通勢力圏 
  

【「４－１ 本町の地域公共交通体系」から見える課題】 

・本町には JRをはじめ、バス路線などの各種公共交通が運行されているが、公共交通

間の接続性が低く、かつ運行便数も限られていることから、公共交通を利用した生活

移動は減少傾向にあります。 

・このような中、各公共交通の収支は悪化しており、路線維持が困難となっています。 

⇒バス-バスの乗継利便性の向上のほか、バス-JRの乗継改善を行うなど、

公共交通間相互の利用促進を展開し、町民をはじめとする利用者が乗っ

てみたいと思える公共交通網を構築する必要があります。 

H27人口
(2015)

H27勢力圏
人口

公共交通
カバー率

6,061人 4,316人 71.2%
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（１）鉄道 

本町には、北海道旅客鉄道㈱により、釧路市と根室市を結ぶ JR 花咲線が運行されてお

り、JR 駅が 3 駅立地しています。本町内における JR 利用者数は、42 名/日であり、最も

利用の多い JR茶内駅で 27人/日となっています。 

JR花咲線の主な利用目的は、通勤や通学、通院などの生活利用となっていますが、近年

の北海道旅客鉄道㈱による観光列車の運行により、観光利用も増加しています。 

                               茶内駅 

 

 

出典：令和元（2019）年バス・JR 乗降調査 

図 ４-２ 鉄道路線図 

 

出典：北海道旅客鉄道㈱ 

図 ４-３ 北海道旅客鉄道㈱による観光列車の運行 
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（２）バス 

１）路線バス 

町内にはくしろバス㈱により、釧路市と浜中町を結ぶ霧多布線が運行されている他、霧

多布市街地と浜中駅を結ぶ町内完結系統として、浜中線が運行されています。また、くし

ろバス㈱と根室交通㈱の共同運行として、釧路市と根室市を結ぶ特急ねむろ号が運行され、

主には釧路市への通院目的で利用されています。 

このうち、くしろバス㈱により運行されている霧多布線の本町内での利用及び浜中線の

利用は極端に少ない状況であり、各路線の存廃も含め、路線の見直しを行う必要がありま

す。 

 

出典：平成 30（2018）年・令和元（2019）年バス・JR 乗降調査 

図 ４-４ 本町内の路線バス路線図 

 

表 ４-１ 路線バス系統一覧 

運行 

主体 
路線名 区間 便数 

所要 

時間 

運行 

距離 

く
し
ろ
バ
ス
（
株
） 

霧多布線 
自 霧多布温泉ゆうゆ 上 4 便 155 分 

106.7km 
至 くしろバス本社 下 4 便 155 分 

霧多布線(厚岸駅) 
自 霧多布温泉ゆうゆ 上 2 便 55 分 

48.4km 
至 厚岸駅前 下 1 便 60 分 

浜中線 
自 霧多布温泉ゆうゆ 上 4 便 17 分 

13.4km 
至 浜中駅 下 3 便 17 分 

特急ねむろ号 
自 くしろバス本社 上 3 便 200 分 

142.5km 
至 有磯営業所 下 3 便 200 分 

出典：くしろバス株式会社 

霧多布線および浜中線の町内利用者：57 人/日 

53 人/日 

4 人/日 
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２）町内巡回バス 

本町では、農村部に居住する町民の生活の足の確保を目的に、町内巡回バスを運行して

います。町内巡回バスの主な利用者は、高齢者となっており、自宅近くのバス停から霧多

布市街地に立地している霧多布温泉ゆうゆまでの利用が多くなっています。 

一方で、町内巡回バスの利用者数は、最も多い系統で 10人/日となっており、小需要に

対し運行距離が長くなっているのが特徴であり、今後も継続的に町民の生活の足を確保す

るためには、町内巡回バスの効率化を検討する必要があります。 

 

 

図 ４-５ 町内巡回バス路線図 

 

表 ４-２ 町内巡回バス系統一覧 

運行 

主体 
路線名 区間 便数 

所要 

時間 

運行 

距離 

町
内
巡
回
バ
ス 

茶内西円線 
自 茶内支所 上 1 便 90 分 

62.0km 
至 霧多布温泉ゆうゆ 下 1 便 90 分 

茶内東円線 
自 茶内支所 上 1 便 80 分 

52.2km 
至 霧多布温泉ゆうゆ 下 1 便 80 分 

姉別線 
自 浜中駅 上 1 便 60 分 

41.4km 
至 霧多布温泉ゆうゆ 下 1 便 60 分 

姉別・厚陽線 
自 浜中駅 上 1 便 70 分 

62.1km 
至 霧多布温泉ゆうゆ 下 1 便 70 分 

  

町内巡回バスの利用者：30 人/日 

6 人/日 

10 人/日 10 人/日 

4 人/日 
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３）スクールバス 

本町では、小中高校生の通学の足の確保を目的に、14系統のスクールバスを運行してい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ４-６ スクールバス路線図 
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表 ４-３ スクールバス系統一覧 

運行 

主体 
路線名 便数 所要時間 運行距離 

浜
中
町 

霧多布小学校・中学校 

スクールバス 

榊町・暮帰別・湯沸 
朝 1 便 

41 分 12.0km 
夕 3 便 

新川・仲の浜・琵琶瀬 
朝 1 便 

30 分 7.8km 
夕 3 便 

霧多布高等学校 

スクールバス 

姉別・浜中方面 
朝 1 便 

－ 12.0km 
夕 1 便 

茶内方面 
朝 1 便 

－ 7.8km 
夕 1 便 

茶内小学校・中学校 

スクールバス 

茶内① 
朝 1 便 

32 分 19.6km 
夕 3 便 

茶内② 
朝 1 便 

30 分 16.2km 
夕 3 便 

茶内③ 
朝 1 便 

31 分 18.1km 
夕 3 便 

茶内④ 
朝 1 便 

30 分 15.5km 
夕 3 便 

茶内⑤ 
朝 1 便 

25 分 10.9km 
夕 3 便 

茶内⑥ 
朝 1 便 

28 分 12.9km 
夕 3 便 

浜中小学校・中学校 

浜中① 
朝 1 便 

26 分 19.6km 
夕 3 便 

姉別② 
朝 1 便 

32 分 17.2km 
夕 3 便 

姉別③ 
朝 1 便 

34 分 15.0km 
夕 3 便 

浜中④ 
朝 1 便 

30 分 19.0km 
夕 3 便 
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（３）タクシー 

JRや路線バス等のほか、本町にはハイヤー会社が 1社立地しており、JRや路線バス等

でカバーできない需要をカバーしています。 

 

 

図 ４-７ タクシー事業者営業所位置図 
 

表 ４-４ 町内をカバーする営業所があるタクシー事業者一覧 

事業所名 所在地域 
所有車両 

特大車 大型車 小型車 

霧多布中央ハイヤー 浜中町 1 0 2 

出典：一般社団法人北海道ハイヤー協会 
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４－２ 町民の移動支援策に係る本町の負担額 

本町では、町民の移動支援策として、町内巡回バスの運行やスクールバスの運行のほ

か、くしろバス㈱や根室交通㈱により運行されている路線バスの運行補助、福祉有償運

送や敬老バス助成券・JR助成券など高齢者移動支援施策を展開しています。 

これら施策の展開に係る本町の経費は、平成 27(2015)年度は、約 9,000万円を負担し

てきましたが、年々増加の一途をたどっており、R1（2019）年度には、約 3割増の

11,000万円程度を負担しています。 

 

表 ４-５ 本町が展開する移動支援策及び施策別負担額一覧 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ４-８ 移動支援策に係る本町の負担額推移 
 

 

  

【「４－２ 町民の移動支援策に係る本町の負担額」から見える課題】 

・近年、町民の移動支援策に係る本町の負担額は、増加傾向となっている一方で、公共

交通の主な利用者である町民からは、公共交通の改善要望が多くなっており、本町に

おける公共交通の利便性を向上させつつ、効率的に公共交通を運営していくことが求

められています。 

⇒現在、展開している町民の移動支援策の内容は、今後も変わらず支援を

続ける一方で、施策の統合などにより、本町の負担額を効率化するとと

もに、新たな移動支援について検討・実施する必要があります。 

2015年度

（H27)

2016年度

（H28)

2017年度

（H29)

2018年度

（H30)

2019年度

（R1）

経費（万円） 453 459 456 462 457

H27年度を1とした場合 1.00 1.01 1.01 1.02 1.01

経費（万円） 1,901 1,911 2,138 2,418 2,439

H27年度を1とした場合 1.00 1.01 1.12 1.27 1.28

経費（万円） 6,016 5,931 6,942 7,266 7,474

H27年度を1とした場合 1.00 0.99 1.15 1.21 1.24

経費（万円） 526 578 588 762 774

H27年度を1とした場合 1.00 1.10 1.12 1.45 1.47

経費（万円） 8,898 8,879 10,124 10,908 11,144

H27年度を1とした場合 1.00 1.00 1.14 1.23 1.25
合計

町内巡回バス

運行経費

施策名

民間バス事業者へ

の補助

スクールバス

運行経費

高齢者移動支援に

係る経費

453 459 456 462 457
1,901 1,911 2,138 2,418 2,439

6,016 5,931
6,942 7,266 7,474

526 578
588

762 7748,898 8,879
10,124 10,908 11,144
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本
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万
円
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町内巡回バス運行経費 民間バス事業者への補助 スクールバス運行経費 高齢者移動支援に係る経費
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第５章  地域公共交通に対する町民等の意見 

 

本章では、地域公共交通に対する町民等の意見として、平成 30（2018）年度及び令和

元（2019）年度に実施した各種調査結果を整理します。 

 

５－１ 公共交通に関するアンケート調査結果 

（１）調査の目的 

町民の公共交通に対するニーズ把握のため、町民の生活行動（「買い物」、「通院」、「通

勤・通学」）の把握や町内を運行するバス路線に関する改善事項及び持続可能な公共交通

のあり方を検討するための基礎資料とします。 

 

（２）調査実施日 

平成 30（2018）年 7月 26日（木） 

 

（３）調査対象者 

浜中町に居住する 18歳以上の町民 2,500世帯（高校生を除く） 

 

（４）アンケート調査の配布及び回収状況 

配布数：2,500世帯（5,000票） ※1世帯に 2票配布 

回収数：1,266世帯（1,266票） 回収率 50.6％（世帯ベース） 

 

（５）調査結果からの検討事項 

１）町民ニーズを十分に反映しつつ、効率性の観点にも配慮した公共交通網の再構築 

・バス交通の運行経費について、「町の支出が多額になってもやむを得ない」の意見

が多い一方で、「運行方法の変更、減便、廃線は仕方ない」という意見も多くみら

れます。 

・現状、JRや霧多布線等の公共交通の利用者は、回答者の 1割に満たない割合であ

り、利用しない理由には、「自宅から JR駅やバス停が遠い」や「公共交通間の乗継

等が不便」といった、バスを利用しにくい環境やダイヤに対する不満が挙げられて

います。 

・このことから、町内における公共交通の利用実態を十分に踏まえ、予約運行型乗合

交通等の新たな公共交通の導入や道東地域の基幹交通である JR花咲線への接続性

を確保した公共交通網の再構築を検討する必要があります。 

 

２）霧多布線の運行計画の見直し 

・町内を唯一運行する霧多布線の利用者は、回答者の 1割に満たなく、利用頻度も 2

週間に 1回程度や月に 1回程度と低頻度の利用となっています。 

・また、霧多布線を利用して、釧路・厚岸方面へ向かう場合、バス-バスもしくはバ

ス-JRなどの乗り換えはない一方で、長時間の乗車となっており、利用者の負担が

大きいものとなっています。 
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・アンケート回答者のうち半数近くが、JRまでの新たな公共交通が運行する場合、

JRを利用しても良いと回答しており、現行の霧多布線を見直し、町内から JR駅へ

の接続するバス路線を確保し、従来の霧多布線による広域移動のみではなく、JR

も広域移動の選択肢とする新たな移動方策を検討することも重要だと考えられま

す。 

 

３）町民の積極的な公共交通利用を促す施策の展開 

・現在、公共交通を利用しない理由として、「公共交通の情報（時刻、乗り継ぎ情報

など）が少ない」が 1割程度挙げられています。 

・今後、見直しを行う公共交通網について、公共交通網を整備する一方で、主な利用

者となる町民の意識醸成を図ることも重要な要因となることが考えられ、町内公共

交通に関する情報提供（運行時刻・運行ルート・乗り方等）や町民が公共交通の利

用方法を考える機会の創出など、利用促進策の積極的展開を行うことが重要です。 
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５－２ 町内を運行する JR・バス利用実態調査結果 

（１）調査の目的 

町内を運行する広域バス路線である霧多布線及び町内バス路線、JRの利用状況を把握

し、町民及び本町への来訪者にとって、利用しやすい公共交通網の構築に向けた基礎資

料として、JR・バス乗降調査を実施し、計画策定や各種運行計画の策定に活用します。 

 

（２）調査実施日 

霧多布線  ：平成 30（2018）年 9月 26日（水） 

JR花咲線  ：令和 元（2019）年 9月 10日（火） 

浜中線  ：令和 元（2019）年 9月 10日（火） 

町内巡回バス ：令和 元（2019）年 9月 10日（火）～13日（金） 

 

（３）調査対象者 

町内を運行する各種公共交通の利用者 

 

（４）調査結果からの検討事項 

１）霧多布線の利用実態に基づいた運行計画の見直し 

・霧多布線は主に通学目的の利用者が多く、通学時間帯には 1 便当たりの利用者数

が 40 人を超える便もある一方で、浜中町民に着目すると、1 便あたりの利用者数

は、10 人を下回っている状況となっています。 

・このことから、利用の多い通学時の利便性を維持しながら、日中時間帯の生活移動

の確保方策について、町民のニーズを考慮した運行計画の見直しを検討する必要が

あると考えられます。 

 

２）JRと連携した公共交通網の構築 

・現状の霧多布線では、運行時間が最大で 2 時間 35 分と長時間に及んでいる一方

で、浜中町からの利用者数は 10 人以下と、非効率的な運行となっています。 

・また、運賃についても最大で 2,150 円となり、JR 花咲線と比較すると割高な状況

となっています。 

・加えて、路線バスは日中時間帯の運行本数が少なく、生活行動での利用が難しい状

況となっています。 

・このことから、日中時間帯の厚岸町や釧路市に向かうための広域交通は JR 花咲線

が担い、路線バスは浜中町内の各地区から駅までの移動を支援する体制にするな

ど、効率的な運行体系の検討が必要となっています。 

・一方で、バス-JR の間で乗継が発生するため、運賃に係る施策や接続性の問題等の

課題解決に向けた運行計画を検討する必要があります。 
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３）町民の広域移動及び町内への来訪者の移動手段の確保 

・本町内を運行する JR花咲線は、通勤・通学利用の他、通院やその他私用といった

町民の広域的な生活移動としても利用されています。 

・また、本町への来訪者も JR花咲線を利用して、観光移動を行っている状況です。 

・一方で、JRと接続している町内バス路線は、JR浜中駅において、くしろバス㈱に

より運行されている浜中線のみであり、浜中線と JR花咲線の接続便も限られた便

数となっています。 

・したがって、町民や本町への来訪者がストレスなく、本町内及び広域的な移動がで

きる取り組みとして、JRとの接続便数を増加させるとともに、町民の買い物行動

の中心となっている JR茶内駅を核とした公共交通網の構築を行う必要がありま

す。 

 

４）農村部における効率的な公共交通の導入 

・現在、本町の農村部を中心に運行している町内巡回バスは、高齢者を中心とした利

用者層であり、また、浜中駅と霧多布市街地を結んで運行されている浜中線は、町

民の利用が極端に少ない状況となっています。 

・そこで、本町農村部における主な利用者である高齢者の生活の足を確保し続け、か

つ継続的にバスサービスを提供することを目的に、利用ニーズに応じた公共交通の

導入を検討する必要があります。 
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５－３ 町内交通確保に向けた実証運行結果 

（１）実証運行の目的 

町民の生活交通を確保し続けることを目的に、持続可能な公共交通網の構築に向けた

町外線 1路線、町内線 4路線の計 5路線の実証運行を実施しました。 

 

（２）実証運行路線 

霧多布厚岸線 ：町外線・定時定路線型 

霧多布湿原線 ：町内線・定時定路線型 

浜中代替線  ：町内線・定時定路線型 

茶内線  ：町内線・予約運行型 

浜中線  ：町内線・予約運行型 

 

（３）実証運行期間 

令和元（2019）年 10月 1日（火）～31日（木） 

 

（４）利用者数 

霧多布厚岸線 ：590人（28.1人/日、3,1人/便） 

霧多布湿原線 ：213人（10.1人/日、0.8人/便） 

浜中代替線  ：029人（01.4人/日、0.3人/便） 

茶内線  ：036人（04.0人/日、2.0人/便） 

浜中線  ：016人（01.8人/日、0.9人/便） 

合計  ：884人 

 

（５）実証運行結果からの検討事項 

１）霧多布厚岸線の方向性 

・霧多布厚岸線の利用者数は、実証運行期間中、延べ 590人（1便当たり 3.1人）の

利用ですが、便別利用者数をみると、利用者が極端に少ない便（霧多布方面 2便・

4便）も存在しています（ただし、折り返し運行の関係から、利用者が少ない便で

も減便は難しいことが想定されます）。 

・一方で、利用者の多くは、霧多布高校への通学もしくは、厚岸・釧路方面の通学利

用であり、その他、通院・通勤目的は、約１割となっており、生活移動としても利

用されていることが分かります。 

・また、将来的な利用意向も利用者のほぼ全員が利用すると回答していることから、

生活路線として運行を継続させることが示唆されました。 

 

２）霧多布湿原線の方向性 

・霧多布湿原線の利用者数は、実証運行期間中、延べ 213人（1便当たり 0.8人）が

利用ですが、便別利用者数をみると、利用者が極端に少ない便（茶内方面 6便・霧

多布方面 1便）も存在している他、1日当たりの利用者数でも 1人を切る便が存在

しており、運行方法（一部デマンド便の導入など）を含め検討が必要であると考え

られます。 
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・一方で、利用者の多くは、通院やその他私用での利用であり、JRとの乗り継ぎが

約 7割であり、釧路市・厚岸町方面への通院・その他私用でのお出かけ利用である

ことが想定されます。 

・また、将来的な利用意向も利用者の約 9割が利用すると回答していることから、生

活路線として運行を継続させることが示唆されました。 

 

３）浜中代替線の方向性 

・くしろバス浜中線の代替バス路線として運行した浜中代替線の利用者数は、実証運

行期間中、延べ 29人（1便当たり 0.3人）の利用であり、空車となる便が多く存

在しています。 

・また、利用目的は通院やその他私用での利用が多く、生活交通として利用されてい

ますが、浜中代替線の並行路線として、今回の実証運行で運行させた「浜中線（デ

マンド）」があり、浜中代替線と浜中線（予約運行型）の統合など、効率的かつ利

便性の高い公共交通体系への転換が必要であると考えられます。 

 

４）茶内線の方向性 

・茶内線（予約運行型）の利用者数は、実証運行期間中、延べ 36人（1便当たり 2.0

人）の利用でしたが、現在同地域を運行する茶内西円線及び茶内東円線の１日当た

り利用者数が合計で８人/日に対し、茶内線（デマンド）の１日当たり利用者数は

4人/日と、既存バス路線の利用者数よりも少ない結果です。 

・利用者数が少なくなった原因として、運賃の有料化のほか、事前予約への抵抗感等

が想定され、有料化を検討するに至った経緯への理解及び予約方法を如何に周知し

て、浸透させていくかなどが課題として挙げられます。 

 

５）浜中線の方向性 

・浜中線（デマンド）の利用者数は、実証運行期間中、延べ 16人（1便当たり 0.9

人）の利用でしたが、現在同地域を運行する姉別線及び姉別・厚陽線の１日当たり

利用者数が合計で 5人/日に対し、浜中線（デマンド）の１日当たり利用者数は

1.8人/日と、既存バス路線の利用者数よりも少ない結果です。 

・利用者数が少なくなった原因として、運賃の有料化のほか、事前予約への抵抗感等

が想定され、有料化を検討するに至った経緯への理解及び予約方法を如何に周知し

て、浸透させていくかなどが課題として挙げられます。 
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５－４ 実証運行に関する町民との意見交換結果 

（１）意見交換の目的 

町民の公共交通に対するニーズを把握することを目的に、令和元（2019）年 10月に実

証運行を行った結果を通じて、公共交通へのニーズについて、町民を対象に意見交換を

実施しました。 

 

（２）意見交換の開催日時及び場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）意見交換からの検討事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域の状況

・茶内は子どもが増加

・漁業者は浜で暮らす

・ゆうゆの持ち込み禁止

・移動販売、宅配

他の交通機関の状況

・他の交通機関との役割分担が必要

・スクールバスの回送がもったいない

・病院が送迎バスを出している

・リハビリステーションの送迎バス

・特急ねむろ号（病院の立ち寄りが多い）

・JRの時間に合わせた交通

・乗り継ぎ利便性（時間、場所）を向上してほしい

地域の意見・要望など 検討すべき課題

暮らし方に合わせた交通のあり方を検討

・町民の生活行動に合わせた公共交通網の検討

・子どものおでかけ利用も含めた検討

他の交通との連携も考慮した運行形態を検討

・JR、都市間バスなどとの乗り継ぎを考慮した運行形態
の検討

・民間等の送迎バスの情報を把握・周知し、地域として
の利便性向上を考慮した運行形態の検討

開催日 開始時間 会場 対象地区

11/18（月） 18:00 浜中町漁村センター 散布

11/19（火） 10:00 姉別農村環境改善センター 姉別、厚陽、貰人、恵茶人

18:00 浜中町琵琶瀬住民センター 琵琶瀬、仲の浜

11/20（水） 10:00 浜中町茶内第一住民センター 茶内第一、茶内第三、円朱別、西円朱別

18:00 浜中町榊町会館 榊町、奔幌戸

11/21（木） 18:00 浜中町茶内コミュニティセンター 茶内市街地・近郊

11/22（金） 10:00 浜中農村環境改善センター 浜中市街地・近郊、熊牛

18:30 浜中町総合文化センター 霧多布、湯沸、新川・暮帰別
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公共交通の考え方

・利用がないバスを走らせる必要は無い（デマンド化）

・有料になるのは仕方がない

・運転免許の返納で利用する時がくる

・利用者（世代・時間）に応じた運行形態

地域の意見・要望など 検討すべき課題

利用状況に合わせた運行形態を検討

・移動の需要※に合わせた運行形態の検討

・将来的な移動需要の変化による運行形態の見直し
などPDCAサイクルの確実な実施

移動の需要 要望のあった地域

通学 散布、琵琶瀬

買い物・ゆうゆ 姉別、琵琶瀬、榊町・奔幌戸、茶内

通院 散布、琵琶瀬

デイサロン 茶内・円朱別

習い事 茶内

湿原センター 茶内

総合体育館 茶内

昆布時期の通勤 琵琶瀬

観光客 （茶内駅、浜中駅）

※ 移動の需要と要望のある地域

周知・説明の不足

・料金の割高感がある

・同じ地区で異なる料金体系の理由が不明

・乗り継ぎの不便さに納得いかない

・利用料金がかかることへ抵抗がある

・薬をもらうだけでも町外に行っている

・小中学校で周知すると多くの人が知るのでは

町民に対する伝え方を検討

・料金の徴取、乗り継ぎの必要性など理解してもらわな
くてはならないことについて周知する方法を検討

・バスの有用性に関する周知

利便性の向上

・特売日に利用したい

・休日も運行してほしい

・乗車券の購入が煩わしい（現金で支払いたい）

・前日予約は予定が決まらないことも

・予約の簡便化、アプリ利用

・確認待ちの電話の時間

・乗り降りのしやすいバス

・車両・乗降所の分かりやすさ

・総合体育館などを待合所として活用

・年末年始だけの利用もある

利用しやすい仕組みを検討

・運行時間の見直し

・支払方法の見直し

・予約方法（伝え方）の見直し

・バス・乗降場の改善

・待合所として既存施設の有効活用を検討

・イベントなどの利用時期に対する柔軟な対応



 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６章 

地域公共交通の 

問題点・課題 
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第６章  地域公共交通の問題点・課題 

 

６－１ 地域公共交通を取り巻く現状から見た問題点 

本節では、第 3章及び第 4章で整理した、本町の地域公共交通の現況から見た問題点

を整理します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

人
口
減
少
・

少
子
高
齢
化

□本町の人口は昭和55(1980)年と比較し、
約３割減少

現 状

□人口減少に伴う公共交通利用者
の減少

問 題 点

□平成30年度における高齢化率は、全道平均と
ほぼ同じ29％

□今後、増加が見込まれる高齢者
を中心とした交通弱者の増加

□郊外部を中心に公共交通空白地域が存在
□郊外部に住宅が分散

□郊外部における散居形態の進行

□都市機能は霧多布市街地に集約
□茶内地区にJA浜中町

□各地区からの移動手段の不足都
市

機
能

□自動車保有台数は微増
□70歳以上になっても運転意向有

□高齢者等が自動車が無くても生
活移動ができる移動支援策の不
足

自
動
車
社
会

・
事
故

□日中時間帯の利用者数が少ない
□郊外部バス停の利用者数が少ない
□釧路～浜中間は約2時間35分

□運行経路上、利用者が一部住民
に限られる

□乗車時間がJRに比べ、約1時間
長い

路
線
バ
ス

□釧路～浜中間は約1時間10分
□ラッピング車両が運行
□普通列車を観光列車としても活用

□利用者数が減少しており、存続
が危ぶまれている

花
咲
線

□本町の観光入込客数は、40万人前後
□更なる観光誘客の検討

□景勝地等に公共交通が運行して
いない

観
光
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６－２ 地域公共交通に係る問題点を踏まえた課題 

前節及び第 5章で整理した問題点及び町民等の公共交通への意見などを踏まえ、本町

の地域公共交通における課題を以下の通り、整理します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

人
口
減
少
・

少
子
高
齢
化

□人口減少に伴う公共交通利用者の減少

問 題 点

人口減少・少子高齢化に対応した
公共交通網の構築

課 題

□今後、増加が見込まれる高齢者を中心とした交通弱
者の増加

□郊外部における散居形態の進行
郊外部における居住形態を考慮し
た移動支援策の検討

□各地区からの移動手段の不足
各地区から市街地までの効率的な
移動手段の確保

都
市

機
能

□高齢者等が自動車が無くても生活移動ができる移動
支援策が不足

高齢者等の利用者ニーズに見合っ
た交通形態を検討

自
動
車
社
会

・
事
故

□運行経路上、利用者が一部住民に限られる
□乗車時間がJRに比べ、約1時間長い

利便性・効率性の向上に資する運
行計画の検討

路
線

バ
ス

□利用者数が減少しており、存続が危ぶまれている
生活交通におけるJR利用を促す取
り組みの検討

花
咲
線

広
域
交
通

□厚岸町、釧路市への通学・通院ニーズへの対応

各地区からJR駅・都市間バス停
までの移動手段の確保

□農村部における効率的な公共交通の導入
□各地区と霧多布市街地を結ぶ公共交通網の検討
□町内交通と広域交通の接続性の確保

新たな公共交通の導入検討町
内
交
通

□バス交通に関する情報提供機能の強化
□町民の公共交通に対する意識醸成の促進

利用促進の展開利
用
促
進

乗継に係る利便性向上施策の検討

意見・提案 課 題

□景勝地等に公共交通が運行していない
観光客が目的地を訪問しやすい公
共交通網の構築

観
光

広域交通との接続性の確保

町民が主体となって公共交通のこ
とを検討する機会の提供



 

 

 

 

 

 

 

 

 

第７章 

浜中町地域公共交通網 

形成計画の基本理念 

・将来像と基本方針 
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第７章  浜中町地域公共交通網形成計画の基本理念・将来像と基本方針 

 

７－１ 基本理念と将来像 

（１）基本理念 

本町における上位・関連計画や地域公共交通の課題を踏まえ、本計画の基本理念を次

の通り設定します。 

 

【基本理念】 

町民誰もが安心・安全に住み続けられ、 

町内への来訪者との交流にも資する公共交通網の構築 

《基本理念の考え方》 

・本町の公共交通網を構築するにあたっては、行政や交通事業者主導の公共交通網の構築

ではなく、町民をはじめとする利用者の「声」を反映し、利用者が使いやすい公共交通

網を構築することが重要です。 

・また、持続可能な公共交通網を構築するにあたっては、国が示す公共交通網形成の促進

に対する観点や本計画の上位計画である「第 5期浜中町新しいまちづくり総合計画」に

則るとともに、関連計画と連携した公共交通ネットワークを構築することが必要です。 

・そこで、本町の都市構造の変化や公共交通に対する町民ニーズを的確に反映させ、町民

が浜中町に住み続けられる公共交通網を構築するとともに、町外から本町への来訪行動

の活発化に資する公共交通網を構築するため、町内各地区と霧多布市街地、交通結節点

を結び、シームレスな移動の実現に向けた公共交通網の実現を目指します。 

・また、これら持続可能な公共交通網の構築に向けては、行政や交通事業者間の連携に加

え、民間企業との協働も視野に入れ、町民生活の足の確保に努めます。 

・さらに、町民の厚岸町や釧路市方面への広域的な足の確保に向けては、バス路線のみな

らず、鉄道との接続も行うことで、広域移動における選択肢の充実にも努めます。 
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（２）将来像 

本町の地域公共交通における基本理念を踏まえ、目指すべき将来像を以下に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

姉
別
駅

霧
多
布

市
街
地

子
野
日

公
園

茶
内
駅

根
室
市

方
面

釧
路
市

方
面

浜
中
駅

セ
コ
マ

霧
多
布
散
布
線

・
霧
多
布
厚
岸
線
の
日
中
空
白
時

間
を
補
完
す
る
と
と
も
に
、
霧

多
布
市
街
地
で
霧
多
布
湿
原
線

と
の
接
続
性
を
確
保

新
規

霧
多
布
厚
岸
線

・
実
証
運
行
の
結
果
を
踏
ま
え
、

通
学
・
通
院
支
援
を
目
的
に

朝
・
夕
の
運
行
を
継
続

実
証

霧
多
布
湿
原
線

・
実
証
運
行
時
と
同
様
に
茶
内
駅

に
お
け
る
Ｊ
Ｒ
接
続
、
浜
中
セ

コ
マ
に
お
け
る
特
急
ね
む
ろ
号

の
接
続
を
確
保

実
証

浜
中
線
（
デ
マ
ン
ド
）

・
実
証
運
行
時
と
同
様
に
町
内
巡
回
バ
ス
の
再
編

と
し
て
、
自
宅
の
前
ま
で
迎
え
に
く
る
予
約
運

行
型
交
通
と
し
て
運
行

・
並
行
し
て
運
行
し
て
い
た
「
く
し
ろ
バ
ス
浜
中

線
（
実
証
運
行
時
は
浜
中
代
替
線
）
」
の
利
用

実
態
を
考
慮
し
、
予
約
運
行
型
交
通
に
シ
フ
ト

一
部
新
規

茶
内
線
（
デ
マ
ン
ド
）

・
実
証
運
行
時
と
同
様
に
茶
内
駅

に
お
け
る
Ｊ
Ｒ
接
続
、
浜
中
セ

コ
マ
に
お
け
る
特
急
ね
む
ろ
号

の
接
続
を
確
保

実
証
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７－２ 基本方針 

基本理念及び将来像の実現に向け、本町の地域公共交通における基本方針を以下の通

り、設定します。 

 

基本方針

１ 

JR 花咲線や都市間バス、霧多布厚岸線と連携した広域生活移動

の支援 

《基本方針１の考え方》 

本町を取り巻く広域交通の状況として、JR花咲線は北海道旅客鉄道株式会社より、「当

社単独では維持困難な線区」として指定され、地域も含めた関係者で維持していく方向

性となっています。 

また、本町から厚岸町を経由して釧路市まで運行している霧多布線については、利用

者減少や運転手不足の状況から、本町-厚岸町間を運行廃止となることで検討が進んで

います。 

このような状況下で、町民の広域的な生活交通の足の確保や本町へ来訪する観光客等

の移動の足の確保に向け、効率的で利便性の高い広域移動の確保を行う必要があります。 

 

基本方針

２ 

町内公共交通の利便性向上に資する公共交通網の構築 

《基本方針２の考え方》 

本町の町内完結系統としては、くしろバスにより運行されている浜中線のほか、本町

の独自の取り組みとして、町内巡回バスが運行しています。 

一方で、これらの利用者数は年々減少しているほか、町内巡回バスの利用者の高齢化

が進行しており、現在の路線型の運行では利用者ニーズを満たすことが困難な状況にな

っています。 

これらを踏まえ、くしろバス浜中線を含めた町内交通を見直し、町民が安心して利用

できる公共交通網を構築する必要があります。 

 

基本方針

３ 

町民や観光客などを対象とした鉄道も含めた公共交通の利用を

促す利用促進策の展開 

《基本方針３の考え方》 

基本方針１及び基本方針２で示した、公共交通網を構築するだけではなく、あわせて

町民や町内への来訪者も積極的に公共交通を利用していただく意識を醸成していくこ

とが重要です。 

そこで、積極的な公共交通に関する情報発信を行うほか、町民の公共交通に対する意

識変容を促す取り組みを展開していくことが必要です。 
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７－３ 基本方針に基づく事業メニュー 

基本理念及び将来像の実現に向け、本町の地域公共交通の基本方針に基づく事業メニ

ューを以下の通り、整理します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

基本
方針１

JR花咲線や都市間バス、霧多布厚岸線と連携した広域生活移動の支援

基本
方針２

町内公共交通の利便性向上に資する公共交通網の構築

基本
方針３

町民や観光客などを対象とした鉄道も含めた公共交通の利用を促す利
用促進策の展開

事業① 通学支援等を目的とした霧多布市街地と厚岸町間を結ぶ都市間バスの導入

事業② JR茶内駅における町内交通との接続性の確保

事業③ 特急ねむろ号との接続性の確保

事業④ 特急ねむろ号との乗り継ぎ環境の改善に資する待合環境の整備

事業⑤ 町民の生活行動を支える霧多布湿原線の導入

事業⑥ 農村部における需要に即した予約運行型乗合交通の導入

事業⑦ 町内交通間の利便性の向上のための乗り継ぎ時間の検討・実施

事業⑧ 町民や観光客などにも分かりやすい町内公共交通マップの作成・配布

事業⑨ 利用者の支払いやすさを考慮した運賃支払い方法の検討・実施

事業⑩ 町民を対象とした公共交通利活用検討ワークショップの継続的な実施

事業⑪ 高齢者等の町民を対象とした町内公共交通網の体験乗車会の継続的な実施

事業⑫ 町内小中学生と連携した「おらがまちのバスの意識醸成」に向けた取組の

検討・実施

事業⑬ 町内生活施設と連携したお得なバス切符の検討・販売

事業⑭ 町内企業等と連携した町内交通の持続性に資する取組の検討・実施

事業⑮ 町民の利用実態に即した公共交通網の構築に向けた継続的なPDCAサイク

ルの実施

町
民
誰
も
が
安
心
・
安
全
に
住
み
続
け
ら
れ
、

町
内
へ
の
来
訪
者
と
の
交
流
に
も
資
す
る
公
共
交
通
網
の
構
築

基本
理念
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第８章  事業メニュー 

 

基本方針

１ 

JR 花咲線や都市間バス、霧多布厚岸線と連携した広域生活移動

の支援 

 

JR花咲線をはじめ、都市間バス、霧多布厚岸線と町内交通との接続性を確保すること

で、町民の広域的な生活交通の足の確保や本町へ来訪する観光客等の移動の足の確保な

ど、効率的で利便性の高い広域移動の確保を行います。 

 

事業① 通学支援等を目的とした霧多布市街地と厚岸町間を結ぶ都市間バスの導入 

実 施 概 要 

イ メ ー ジ 

・町内通学者の移動の足の確保を目的に、既存で運行しているくしろバス

霧多布線の運行区間のうち、廃止が予定されている霧多布市街地-厚岸町

間において、代替となるバス路線として、「霧多布厚岸線」を導入します。 

・なお、導入にあたっては、令和元（2019）年 10 月に実施した実証運行

結果を踏まえた運行計画の検討を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ８-１ 令和元（2019）年 10月に実施した実証運行（霧多布厚岸線） 

実施エリア 霧多布市街地から厚岸町間（散布地区・琵琶瀬地区経由） 

実 施 主 体 協議会、浜中町、交通事業者 
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事業② JR 茶内駅における町内交通との接続性の確保 

実 施 概 要 

イ メ ー ジ 

・町民や町内への来訪者などの広域的な移動を確保することを目的に、JR

茶内駅において、JR 花咲線との接続性を確保した町内交通の時刻設定を

行うこととします。 

・なお、接続便については、令和元（2019）年 10 月に実施した実証運行

結果を踏まえた運行計画の検討を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ８-２ 令和元（2019）年 10月に実施した実証運行時の接続ダイヤ 

（JR茶内駅における JR 花咲線と霧多布湿原線の接続状況） 

実施エリア JR 茶内駅 

実 施 主 体 協議会、浜中町、交通事業者 

 

  

茶内駅でJR花咲線と接続【霧多布湿原線】

１便

２便

３便

４便

５便

６便

（
茶
内
駅
➡
釧
路
行
）

06:47着 ➡ 06:55発

09:38着 ➡ 09:50発

12:18着 ➡ 12:30発

14:42着 ➡ 14:55発

17:33着 ➡ 17:50発

20:21着 ➡ 20:35発

１便

２便

３便

４便

５便

６便

（
根
室
行
➡
茶
内
駅
）

06:40着 ➡ 06:47発

09:30着 ➡ 09:38発

12:05着 ➡ 12:18発

14:30着 ➡ 14:42発

17:20着 ➡ 17:33発

20:10着 ➡ 20:21発
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事業③ くしろバス霧多布線及び特急ねむろ号との接続性の確保 

実 施 概 要 

イ メ ー ジ 

・町民の通学や通院などの広域的な生活移動を確保するため、くしろバス

霧多布線「子野日公園」及び特急ねむろ号「茶内」において、町内交通と

の接続性を確保した時刻設定を行うこととします。 

・なお、接続便については、令和元（2019）年 10 月に実施した実証運行

結果を踏まえた運行計画の検討を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ８-３ 令和元（2019）年 10月に実施した実証運行時の接続ダイヤ 

（「子野日公園」における霧多布線と霧多布厚岸線の接続状況及び 

「茶内」における特急ねむろ号と霧多布湿原線の接続状況） 

実施エリア くしろバス霧多布線「子野日公園」、特急ねむろ号「茶内」 

実 施 主 体 協議会、浜中町、交通事業者 

 

  

子野日公園での霧多布線との接続
【霧多布厚岸線】

１便

２便

（
子
野
日
➡
釧
路
行
）

（
厚
岸
行
➡
子
野
日
）

06:10着 ➡ 06:20発

07:45着 ➡ 07:50発

３便 17:35着 ➡ 17:45発

セコマ（茶内）での特急ねむろ号との接続
【霧多布湿原線】

１便

２便

（
セ
コ
マ
➡
釧
路
行
）

（
根
室
行
➡
セ
コ
マ
）

06:30着 ➡ 06:40発

09:20着 ➡ 10:15発

４便

５便

14:50着 ➡ 15:00発

17:40着 ➡ 17:50発
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事業④ 特急ねむろ号との乗り継ぎ環境の改善に資する待合環境の整備 

実 施 概 要 

イ メ ー ジ 

・町内交通から特急ねむろ号への乗継利便性を向上させることを目的に、

セイコーマート浜中店におけるイートインスペースを活用した、バス待

ち環境の整備を行います。 

・その他バス停付近においても、バス待ち環境の創出に協力いただける施

設と連携し、バス待ちスペースの増設を検討していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：旭川市 

図 ８-４ セイコーマート浜中店のイートインスペース及び 

旭川市で展開されているバス待ち OKマーク 

実施エリア 特急ねむろ号「茶内」 

実 施 主 体 協議会、浜中町、交通事業者 
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基本方針

２ 

町内公共交通の利便性向上に資する公共交通網の構築 

 

町民が安心して利用でき、町内に住み続けられる環境整備を行うとともに、本町へ来

訪する観光客等の円滑な移動に資する公共交通網の構築を行います。 

 

事業⑤ 町民の生活行動を支える霧多布湿原線の導入 

実 施 概 要 

イ メ ー ジ 

・町民の町内での買い物交通及び釧路市・厚岸町方面への広域生活移動を

確保することを目的に、霧多布市街地から茶内市街地間を運行する路線

として、「霧多布湿原線」を導入します。 

・なお、導入にあたっては、令和元（2019）年 10 月に実施した実証運行

結果を踏まえた運行計画の検討を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ８-５ 令和元（2019）年 10月に実施した実証運行（霧多布湿原線） 

実施エリア 霧多布市街地-JR 茶内駅-特急ねむろ号「茶内」（MG ロード経由） 

実 施 主 体 協議会、浜中町、交通事業者 
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事業⑥ 農村部における需要に即した予約運行型乗合交通の導入 

実 施 概 要 

イ メ ー ジ 

・現在、本町独自の取り組みとして、町内巡回バスを運行している町内農

村部において、町民の生活の足の確保を目的に、継続的に公共交通を運

行します。 

・運行形態については、利用者ニーズ及び効率性を踏まえ、令和元（2019）

年 10 月に実施した予約運行型の公共交通を導入します。 

・なお、導入にあたっては、令和元（2019）年 10 月に実施した実証運行

結果を踏まえた運行計画の検討を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ８-６ 令和元（2019）年 10月に実施した実証運行（茶内線） 

実施エリア 茶内地区、浜中地区 

実 施 主 体 協議会、浜中町、交通事業者 
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事業⑦ 町内交通間の利便性の向上のための乗り継ぎ時間の検討・実施 

実 施 概 要 

イ メ ー ジ 

・町民の円滑な町内移動を確保するため、町内交通間の接続性を確保した

時刻設定を行うこととします。 

・なお、接続便については、令和元（2019）年 10 月に実施した実証運行

結果を踏まえた運行計画の検討を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ８-７ 令和元（2019）年 10月に実施した実証運行時の接続ダイヤ 

（「茶内駅」における茶内線と霧多布湿原線の接続状況） 

実施エリア 霧多布市街地、JR 茶内駅 

実 施 主 体 協議会、浜中町、交通事業者 

 

 

 

 

 

  

JR茶内駅での霧多布湿原線との接続
【茶内線】

１便

（
茶
内
地
区

➡
市
街
地
行
）

（
茶
内
行

➡
茶
内
地
区
）

09:30着 ➡ 09:50発 １便 14:30着 ➡ 14:45発
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基本方針

３ 

町民や観光客などを対象とした鉄道も含めた公共交通の利用を

促す利用促進策の展開 

 

持続可能な公共交通網の構築に向けては、主な利用者である町民などの「声」を継続

的に反映していくことが重要であることから、町民との意見交換を行う機会を創出して

いくとともに、町内交通に関する情報提供を継続的に行っていきます。 

 

事業⑧ 町民や観光客などにも分かりやすい町内公共交通マップの作成・配布 

実 施 概 要 

イ メ ー ジ 

・町民や本町への来訪者が公共交通を利用したいと思う「わかりやすい情

報提供」を行うため、本町内を運行するバス路線の運行ルートや運行時

間が整理されているとともに、運行ルート上に立地している施設が掲載

された町内公共交通マップを作成・配布します。 

・また、作成したマップは、本町内の各種公共施設に加え、本町が立地し

ている釧路管内の入口である JR 釧路駅など、連携先との協議を通して、

幅広い情報提供を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：岩見沢市地域公共交通活性化協議会 

図 ８-８ 各種施設等を掲載したバスマップ 

実施エリア 浜中町内全域 

実 施 主 体 協議会、浜中町 
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事業⑨ 利用者の支払いやすさを考慮した運賃支払い方法の検討・実施 

実 施 概 要 

イ メ ー ジ 

・町民をはじめとする利用者が利用しやすいと感じられる公共交通を実現

するため、令和元（2019）年 10 月に実施した回数券での支払い方法に

加え、現金での運賃支払い方法など、運賃支払い方法の検討・実施をし

ていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ８-９ 令和元（2019）年 10月実証運行時の回数券イメージ 

 

実施エリア 浜中町内全域 

実 施 主 体 協議会、浜中町、交通事業者 

 

事業⑩ 町民を対象とした公共交通利活用検討ワークショップの継続的な実施 

実 施 概 要 

イ メ ー ジ 

・継続的な公共交通の改善や公共交通の利用方法など、町民目線で検討し

ていく機会として、町民を対象とした公共交通利活用検討ワークショッ

プを実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

図 ８-１０ 令和 2（2020）年 2月に開催された 

「避難所運営」に関するワークショップ 

実施エリア 浜中町内全域 

実 施 主 体 協議会、浜中町、町民 

 

  

浜中町実証運行

回 数 券

１００円

有効期限：令和元年１１月２９日まで（金銭取換不可）
実施主体：浜中町地域公共交通活性化協議会

25.4ｍｍ

48.3ｍｍ

浜中町実証運行

回 数 券

１００円

有効期限：令和元年１１月２９日まで（金銭取換不可）
実施主体：浜中町地域公共交通活性化協議会

＋ 
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事業⑪ 高齢者等の町民を対象とした町内公共交通網の体験乗車会の継続的な実施 

実 施 概 要 

イ メ ー ジ 

・町内公共交通網の利用方法の周知を行うにあたっては、地域公共交通マ

ップの配布や広報誌を活用した PR、公共交通に関する勉強会の実施等に

加え、実際に乗車していただく機会の提供をセットで行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：北広島市 

図 ８-１１ 公共交通の勉強会及びバス体験乗車会 

実施エリア 浜中町内全域 

実 施 主 体 協議会、浜中町、町民、交通事業者 

 

事業⑫ 町内小中学生と連携した「おらがまちのバスの意識醸成」に向けた取組の検討・

実施 

実 施 概 要 

イ メ ー ジ 

・将来的な公共交通の利用者を創出するとともに、本町内を運行する公共

交通への愛着を育てる狙いとして、町内小中学校と連携した利用促進策

を展開します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：西日本鉄道株式会社 

図 ８-１２ 小学生がデザインしたラッピングバスの運行 

実施エリア 浜中町内全域 

実 施 主 体 協議会、浜中町、町内小中学生、交通事業者 
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事業⑬ 町内生活施設と連携したお得なバス切符の検討・販売 

実 施 概 要 

イ メ ー ジ 

・事業⑨に加え、町民をはじめとする利用者の方が積極的にバスを利用し

たいと思えるお得なバス切符の検討・販売を行います。 

・なお、お得なバス切符については、事業⑩や事業⑫で展開する高齢者や

小中学生などの町民などとの意見交換を通して、検討を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：千葉県市川市 

図 ８-１３ 施設割引特典のあるコミュニティバス 1日乗車券 

実施エリア 浜中町内全域 

実 施 主 体 協議会、浜中町、町内生活施設、交通事業者 
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事業⑭ 町内企業等と連携した町内交通の持続性に資する取組の検討・実施 

実 施 概 要 

イ メ ー ジ 

・持続可能な公共交通の運行を行うため、これまで本町単独で運行してき

た公共交通の運営体制を見直し、町内の関連する企業との連携により、

公共交通を支えていく取り組みを展開します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：当別町 

図 ８-１４ 各企業からの広告収入などで運行するコミュニティバス 

実施エリア 浜中町内全域 

実 施 主 体 協議会、浜中町、町内企業 

 

事業⑮ 町民の利用実態に即した公共交通網の構築に向けた継続的な PDCA サイクルの

実施 

実 施 概 要 

イ メ ー ジ 

・持続可能な公共交通網を実現するため、本計画に位置付ける PDCA サイ

クルに従い、事業の評価・モニタリングを着実に実行し、本町における

公共交通網の継続的な改善を行っていきます。 

実施エリア 浜中町内全域 

実 施 主 体 協議会、浜中町 
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第９章  事業推進及び目標値・評価スケジュール 

 

９－１ 事業推進スケジュール 

基本理念及び将来像の実現に向けた、基本方針に基づく事業メニューの推進スケジュ

ールは以下の通りです。 

 

表 ９-１ 施策推進スケジュール 
基

本

理

念 

基

本

方

針 

事業 

目標年次 

施策実施主体 令和 2 

(2020) 

令和 3 

(2021) 

令和 4 

(2022) 

令和 5 

(2023) 

令和 6 

(2024) 

町民誰もが安心・安全に住み続けられ、 

町内への来訪者との交流にも資する公共交通網の構築 

 基本方針１ JR 花咲線や都市間バス、霧多布厚岸線と連携した 

広域生活移動の支援 

 事業① 通学支援等を目的とした霧多布市街地と厚岸町 

間を結ぶ都市間バスの導入 

・協議会 

・浜中町 

・交通事業者  ● ● ● ● ● 

事業② JR 茶内駅における町内交通との接続性の確保 
・協議会 

・浜中町 

・交通事業者  ● ● ● ● ● 

事業③ くしろバス霧多布線及び特急ねむろ号との接続 

性の確保 

・協議会 

・浜中町 

・交通事業者  ● ● ● ● ● 

事業④ 特急ねむろ号との乗り継ぎ環境の改善に資する 

待合環境の整備 

・協議会 

・浜中町 

・交通事業者  〇 ● ● ● ● 

基本方針２ 町内公共交通の利便性向上に資する公共交通網の構築 

 
事業⑤ 町民の生活行動を支える霧多布湿原線の導入 

・協議会 

・浜中町 

・交通事業者  ● ● ● ● ● 

事業⑥ 農村部における需要に即した予約運行型乗合交 

通の導入 

・協議会 

・浜中町 

・交通事業者  ● ● ● ● ● 

事業⑦ 町内交通間の利便性の向上のための乗り継ぎ時 

間の検討・実施 

・協議会 

・浜中町 

・交通事業者  ● ● ● ● ● 

〇：検討・調整、●：実施 
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表 ９-２ 施策推進スケジュール 

基

本

理

念 

基

本

方

針 

事業 

目標年次 

施策実施主体 令和 2 

(2020) 

令和 3 

(2021) 

令和 4 

(2022) 

令和 5 

(2023) 

令和 6 

(2024) 

町民誰もが安心・安全に住み続けられ、 

町内への来訪者との交流にも資する公共交通網の構築 

 基本方針３ 町民や観光客などを対象とした鉄道も含めた公共交通の利用を促す 

      利用促進策の展開 

 事業⑧ 町民や観光客などにも分かりやすい町内公共交 

通マップの作成・配布 

・協議会 

・浜中町 

 〇 ● ● ● ● 

事業⑨ 利用者の支払いやすさを考慮した運賃支払い方 

法の検討・実施 

・協議会 

・浜中町 

・交通事業者  ● ● ● ● ● 

事業⑩ 町民を対象とした公共交通利活用検討ワーク 

ショップの継続的な実施 

・協議会 

・浜中町 

・町民  ● ● ● ● ● 

事業⑪ 高齢者等の町民を対象とした町内公共交通網の 

体験乗車会の継続的な実施 

・協議会 

・浜中町 

・町民 

・交通事業者 
 

● ● ● ● ● 

事業⑫ 町内小中学生と連携した「おらがまちのバスの意 

識醸成」に向けた取組の検討・実施 

・協議会 

・浜中町 

・町内小中学

生 

・交通事業者 

 

● ● ● ● ● 

事業⑬ 町内生活施設と連携したお得なバス切符の検討・ 

販売 

・協議会 

・浜中町 

・町内生活施

設 

・交通事業者 

 

〇 ● ● ● ● 

事業⑭ 町内企業等と連携した町内交通の持続性に資す 

る取組の検討・実施 

・協議会 

・浜中町 

・町内企業  〇 ● ● ● ● 

事業⑮ 町民の利用実態に即した公共交通網の構築に向 

けた継続的な PDCA サイクルの実施 

・協議会 

・浜中町 

 ● ● ● ● ●  

〇：検討・調整、●：実施  
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９－２ 評価指標・評価スケジュール 

（１）本計画の評価指標及び目標値の設定 

本計画の推進状況を確認するため、各基本方針に以下の目標値を設定し、計画の進捗

確認を行います。 

 

基本方針

１ 

JR 花咲線や都市間バス、霧多布厚岸線と連携した広域生活移動

の支援 

 

評価指標 単位 

現況値 目標値 

令和元 

(2019) 

令和 2 

(2020) 

令和 3 

(2021) 

令和 4 

(2022) 

令和 5 

(2023) 

令和 6 

(2024) 

霧多布厚岸線の 

利用者数 
人/年 

7,080

※１ 
7,400 7,800 8,200 8,600 9,000 

霧多布厚岸線「子野

日公園」での乗降者

数 

人/年 
3,408 

※１ 
3,550 3,700 3,850 4,000 4,150 

霧多布湿原線「セコ

マ」での乗降者数 
人/年 

96 

※１ 
100 110 120 130 140 

霧多布湿原線「茶内

駅」での乗降者数 
人/年 

1,920 

※１ 
2,000 2,100 2,200 2,300 2,400 

 

基本方針

２ 
町内公共交通の利便性向上に資する公共交通網の構築 

 

評価指標 単位 

現況値 目標値 

令和元 

(2019) 

令和 2 

(2020) 

令和 3 

(2021) 

令和 4 

(2022) 

令和 5 

(2023) 

令和 6 

(2024) 

霧多布湿原線の 

利用者数 
人/年 

2,556 

※１ 
2,700 2,850 3,000 3,150 3,300 

町内予約運行型交

通の利用者数 
人/年 

624 

※１ 
700 750 800 850 900 

町内交通運行に係

る本町の負担改善

割合 

- 
1.0 

※2 
0.7 0.8 0.8 0.8 0.9 

※１：令和元（2019）年 10月実証運行の実利用者数を年間換算した利用者数 

※２：令和元（2019）年度に要した町民の移動支援策に係る経費のうち、町内巡回バス運行

及び民間バス事業者への補助額 2,896万円を「１」とした場合の本町負担額の割合 
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基本方針

３ 

町民や観光客などを対象とした鉄道も含めた公共交通の利用を

促す利用促進策の展開 

 

評価指標 単位 

現況値 目標値 

令和元 

(2019) 

令和 2 

(2020) 

令和 3 

(2021) 

令和 4 

(2022) 

令和 5 

(2023) 

令和 6 

(2024) 

本町が運行する公

共交通の利用者数 
人/年 

10,608

※１ 
11,100 11,700 12,300 12,900 13,500 

公共交通に関する

ワークショップの

開催 

回/年 - 3 3 3 3 3 

町内交通の乗車体

験会の開催 
回/年 - 2 2 2 2 2 

小中学生と連携し

た公共交通に関す

る取組回数 

回/年 - 1 1 1 1 1 

※１：令和元（2019）年 10月実証運行の実利用者数を年間換算した利用者数 
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（２）評価スケジュール 

評価に必要となるデータの把握方法及びスケジュールは、以下の通りです。 

 

表 ９-３ 評価指標のためのデータの把握方法 
データ把握方法 調査手法概要等 

霧多布厚岸線の利用者数 交通事業者からの貸与データ等による把握 

霧多布厚岸線「子野日公園」での乗降者数 交通事業者からの貸与データ等による把握 

霧多布湿原線「セコマ」での乗降者数 交通事業者からの貸与データ等による把握 

霧多布湿原線「茶内駅」での乗降者数 交通事業者からの貸与データ等による把握 

霧多布湿原線の利用者数 交通事業者からの貸与データ等による把握 

町内予約運行型交通の利用者数 交通事業者からの貸与データ等による把握 

町内交通運行に係る本町の負担改善割合 運行実績から把握 

本町が運行する公共交通の利用者数 交通事業者からの貸与データ等による把握 

公共交通に関するワークショップの開催 取り組み実施回数のカウント 

町内交通の乗車体験会の開催 取り組み実施回数のカウント 

小中学生と連携した公共交通に関する取組

回数 
取り組み実施回数のカウント 
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表 ９-４ 施策評価スケジュール 

データ把握方法 
令和 2 

(2020) 

令和 3 

(2021) 

令和 4 

(2022) 

令和 5 

(2023) 

令和 6 

(2024) 

霧多布厚岸線の利用者数 ● ● ● ● ● 

霧多布厚岸線「子野日公園」での乗降

者数 
● ● ● ● ● 

霧多布湿原線「セコマ」での乗降者数 ● ● ● ● ● 

霧多布湿原線「茶内駅」での乗降者数 ● ● ● ● ● 

霧多布湿原線の利用者数 ● ● ● ● ● 

町内予約運行型交通の利用者数 ● ● ● ● ● 

町内交通運行に係る本町の負担改善

割合 
● ● ● ● ● 

本町が運行する公共交通の利用者数 ● ● ● ● ● 

公共交通に関するワークショップの

開催 
● ● ● ● ● 

町内交通の乗車体験会の開催 ● ● ● ● ● 

小中学生と連携した公共交通に関す

る取組回数 
● ● ● ● ● 
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９－３ 事業推進体制 

本計画の目標を実現するにあたっては、本町や交通事業者のみならず、各種団体など

を含めた地域住民の理解と参加、協力が不可欠であり、地域の一人一人が主体的に考え

て取り組むことが重要です。 

そのため、本計画の公共交通に係る各事業については、町民、交通事業者、浜中町等

で構成される「浜中町地域公共交通活性化協議会」において、事業の進捗状況や効果、

妥当性の確認を行いつつ、PDCAサイクルのもとで実行する必要があります。 

具体的には、公共交通の利用者数等を把握しながら、必要に応じて事業の内容を見直

すことも必要となります。また、本計画で掲げる評価指標における数値目標について、

評価を計画期間の最終年度に実施（各年で進捗状況や目標値の達成状況を確認し、評価

は最終年度に実施）し、計画全体の妥当性確認と見直しについて検証します。 

各関係者の役割を明確にし、それぞれが主体的に実施することで、本町における持続

可能な公共交通網の構築を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ９-１ 役割分担図 

 

 

 

 

 

 

・公共交通の積極的な利用
・利用促進策の積極的な実施
・公共交通に対する改善策等の積極的
な要望

利用者

・地域のニーズの把握
・地区の交通に関する検討
・新たな交通手段に関する実証運行や
本格運行の実施

・利用促進策・資金確保策の実施
・地域公共交通活性化協議会の開催

浜中町

・バス路線や鉄道の運行
・運行実績等のモニタリングへの協力
・新たな交通手段に関する実証運行や
本格運行の実施

交通事業者

積極的な利用等

事業の検討・実施等運行等

浜中町地域公共交通
活性化協議会

事業の進捗管理等


